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研究成果の概要（和文）：われわれは,患者自身の口腔粘膜組織から,異種動物タンパク接触と xenotransplantation 
を完全に排除した新しい人工口腔粘膜（EVPOME)の作製に成功し，その有用性を報告してきた．本研究では， keratino
cyteを持つ人工口腔粘膜（EVPOME)の移植創部を(1) 臨床的に評価し,創傷治癒において重要な (2) 神経系の再生およ
び (3) 神経系が関与する上皮の防御機構についてkeratinocyte derived cytokine systemの観点から観察することに
よって， EVPOMEの人工真皮に比較した創傷治癒優位性について検討した．

研究成果の概要（英文）： We succeeded in fabricating an ex vivo produced oral mucosa equivalent (EVPOME) 
consisted of patients’ oral keratinocytes and an acellular dermal matrix, entirely without heterogenic 
animal proteins or xenotransplantation, and have reported its usefulness. To clarify the superiority of 
EVPOME with keratinocytes over the artificial dermis without keratinocytes (Terdermis&reg;:Terumo, Tokyo) 
in wound healing, we evaluated the following items in this study: 1) clinical factors; 2) regeneration of 
the neuromucosal system; 3) epithelial defense system associated with the nervous system with 
keratinocyte-derived cytokines.

研究分野：口腔外科
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１．研究開始当初の背景 
(1) 創傷治癒過程における keratinocyteの再
生と神経系再生との関係 
 外傷によって刺激を受けた知覚神経から
は axon reflex を通して神経ペプチドが遊離
され,この神経ペプチドが血管系や免疫系細
胞 に 機 能的 影 響 を与 え る . こ れ ら は
keratinocyte の増殖をも刺激し ,同時に
keratinocyteから deriveされるNGFが神経
系の再生・成長を促すという一連のシステム
が構築されている.つまり,創傷治癒は上皮の
再生と神経系の再生が極めて重要であると
いえる. 

（図 1） 
(2) Keratinocyte derived chemoattractive 
cytokine としての HBD2 発現と CCR6 
expressing cell上皮内誘導との関連 （正常
皮膚，粘膜の防御機構）  
 ヒト表皮,口腔粘膜に分布する抗菌ペプチド
である HBD2 は,炎症刺激などで発現量を大
幅に増加さる.最近,in vitroで HBD2はケモ
カインレセプター6 をターゲットとしたケモ
カインであり,この CCR6 を持つランゲルハ
ンス細胞や T cellを走化性によって誘導させ
ることが明らかとなった.つまり, HBD2の発
現は keratinocyte derived cytokine system
の中の１つのシステムであると考えられる. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図 2） 
 
 
 

２．研究の目的 
 われわれは,患者自身の口腔粘膜組織から,
異 種 動 物 タ ン パ ク 接 触 と 
xenotransplantation を完全に排除した新し
い人工口腔粘膜 （Ex Vivo  Produced of 
human Oral Mucosa Equivalent; 以 下 
EVPOME) の作製に成功し，その有用性を報
告してきた．本研究では， keratinocyte を
持つ EVPOME の移植創部を(1) 臨床的に評
価し,創傷治癒において重要な (2) 神経系の
再生および (3) 神経系が関与する上皮の防
御 機 構 に つ い て keratinocyte derived 
cytokine system の観点から観察することに
よって， EVPOMEの人工真皮に比較した創
傷治癒優位性について検討した． 
 
３．研究の方法 
(1) EVPOMEの作成方法と手術法 
①作成方法（実験室） 
 患者口腔内から局所麻酔下に約 5×5mm 大
の粘膜組織採取.単離・回収した上皮細胞を無
血清培地(Epilife® 0.06mMCa含有)中で培養
後, 無細胞真皮マトリックス( AlloDerm® )上
に播種,生着させ, Ca濃度を 1.2mMに上昇の
後に 7 日間 air-liquid interface 培養を行い
完成する． 
 

（図 3） 
 
②手術方法（手術室） 
EVPOME は 4-0 ナイロン糸にて手術創部へ
縫合し,抗生剤含有滅菌綿花を tie-over固定 

 
 
（２）研究対象および研究方法 
①臨床応用（対象患者） 
神戸大学倫理委員会の承認を得て，男性 8
例，女性 7 例の計 15 例に実施した．平均年
齢 64歳．術前診断は白板症 11例，顎堤形成
不全 4 例で，移植平均面積は 6.5cm2であっ
た． 
②研究内容および方法 
1) 臨床的評価 
手術創が完全に上皮組織で被覆されるま
での期間を創傷治癒とした． 
2)病理組織学的および免疫組織化学的観察 
i) EVPOME 移植および人工真皮移植後の
創傷治癒過程 
移植後，早期の創傷治癒過程における

fibroblastの遊走を fibroblast surface antige 
(clone1B10: Sigma)および glycoprotein of 
macrophage(CD68, M0814:DAKO)にて，さ
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らに神経系の再生は S-100 proteinを使用し
て免疫組織化学的に染色細胞発現数にて検
討した． 
ii) EVPOME移植後の上皮化過程における防
御機構獲得 
Keratinocyteにおける human β defensin-2 

(HBD2)タンパクの発現は β defensin-2 
antiserum (14338-v,PEPTIDE)を使用し，さ
らに CCR6発現細胞（Langerhans細胞）の
上皮内発現は CD1a （M3571,DAKO）を 
使用して検討した．HBD2染色の評価は強陽
性染色細胞：３点，弱染色細胞：１点，染色
陰性細胞：０点を与え，200倍視野での total 
cell score を算出し，HBD2 の一定領域内の
強さとして表示した（HBD index）．標本間
の比較は，上皮細胞核のコントラストを一定
とし，NIH imageを用いた半定量解析を行っ
た． CCR6発現細胞（Langerhans細胞）の
上皮内発現は染色細胞数にて検討した． 
3)分子生物学的検討 
培養口腔粘膜 keratinocyte での HBD2 

mRNA発現について RT-PCR法で検討した. 
逆転写反応： random primer 法 Primer 
design： 5’ CCC AAG CTT CAG CCA TCA 
GCC ATG AGG GT 3’,5’ GGA ATT AGG 
AGC CCT TTC TGA ATC CGC 3’  
 
４．研究成果 
(1)EVPOME 移植創部の臨床的評価 
●EVPOMEは,移植後約10日で上皮化が始まり,
平均 28.2日で完全上皮化が得られ,これは人
工真皮移植とほぼ 同時期であったが, 瘢痕
拘縮が極めて軽度であった． 
●移植12日において,EVPOMEでは重層化した
上皮が確認されたが,人工真皮では上皮を認
めなかった.さらに,EVPOME では上皮下に
fibroblast がほとんど存在しないのに対し,
人工真皮では旺盛な fibroblast の増生を認
めた. 

 
(2)EVPOME 移植後治癒過程における神経系の
再生 
①ラット舌急性創傷の二次治癒モデル 
(Wister rat 8 週齢 n=5) 
上皮再生が終了し keratinocyte の安定化 
が図られると,急速に神経系の再生が起こる
ことが 5例全例で確認された． 
②EVPOME 移植，人工真皮移植における神経系
再生の相違 (S-100 による免疫染色) 
●移植 12 日 
 EVPOME：活発な神経系再生を認める. 
 人工真皮：神経系再生を全く認めない. 
●移植 28 日 
 EVPOME：上皮の安定と共に,神経系も安定す
る（正常歯肉と同程度）. 
人工真皮：上皮の被覆が完成し,神経系の再
生が始まる.  
 
(3)EVPOME 移植後治癒過程における上皮防御
機構 

①培養口腔粘膜 keratinocyte での HBD2 mRNA
とタンパク発現 
HBD2 は mRNA レベルでもタンパクレベルで
も proliferation から differentiation, 
apoptosis, senescence などの細胞転換を経
て, その発現が増加していた.  

（図 4） 
 
② Keratinocyte derived chemoattractive 
cytokine と し て の HBD2 発 現 と CCR6 
expressing cell 上皮内誘導との関係 
●移植 12 日では HBD2 陽性細胞は角化層の 
みでの分布であったが,28 日では,正常歯肉 
と同程度の上皮内発現を示した. 
●移植 12日には,ランゲルハンス細胞の上皮 
内分布が極めて少なかったのに対し,28 日 
では正常歯肉と同程度存在していた. 
●人工真皮移植はEVPOME移植と比較し,移植
28 日においても, HBD2 index,ランゲルハン
ス細胞数ともに少なかった. 

（図 5） 
 
●HBD2 の発現と神経ペプチドによって成熟 
したランゲルハンス細胞の上皮内浸潤には 
強い相関が確認された. 



(図 6) 
 
 
(4)考察 
1. EVPOME 移植の治癒過程初期の創部治癒は
人工真皮移植に比較し, fibroblastの増生が
少ないため keratinocyte derived system が
中心となり,瘢痕形成が軽度に抑えられたと
考えられた.   
2. Keratinocyte 誘導型 neurosystem が
EVPOME 移植後の治癒促進へ関与し，人工真皮
に比較し早期にその再生がなされていた． 
3. 人工真皮は完全上皮化時期はEVPOMEと変
わらないものの，上皮では防御機構の観点か
ら,上皮下では神経再生の観点から再生途上
の未完成組織であることが明らかとなった． 
4.  EVPOME 上の培養 keratinocyte は移植後
28 日で，正常細胞と同様の防御機能の一部
（HBD2 誘導型 CCR6 発現細胞による免疫応答
能）を獲得していることが明らかとなり, 神
経ペプチドも この機構獲得に重要な働きを
していると考えられた． 
5. EVPOME 移植後の創傷治癒の促進効果は
keratinocyte derived system が重要な役割
を担っており，その意味から，EVPOME は移植
材料ではなく，生物学的被覆剤(bioligical 
dressing)と捉えるべきであると考えられた． 
 
(5) 結語 
EVPOMEはkeratinocyteの存在により,さま
ざまな biological event が起こり,それらが
リンクし,人工真皮に比較して早期の創傷治
癒が起こると考えられた. 
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